
 
 
 
 
 
 
 

第 1370 回例会 16 年 9 月 6 日(月) 
於 商工会議所 ４F    19:00～ 

 

１．開会点鐘     会長 上中嗣郎 

２．ロータリーソング 「奉仕の理想」 
３．出席報告  

会員総数 69 名 出席者数 53 名 出席免除会員 1名 

  出席率 77.94％ 前回修正出席率 82.35％ 

 

４．会長スピーチ    会長 上中嗣郎 

昨晩から今朝にかけて地

震がありました。東南海大

地震の予兆かもしれないと

言われております大地震へ

の対策をしなければならな

いと思われます。 
先週火・水曜日と初代会

長の前窪紀文様の葬儀にさ

いし、会員の皆様方には大

変なご協力を頂き有り難う

ございました。又岡田先生にはクラブを代表して弔辞

を詠んで頂き有り難うございました。 
本年度に入り度々喪服を着て頂き申し訳ないよう

な気持ちでいっぱいですが、来週、月曜日は故橋本憲

紹会員の告別式が行われます。宜しくお願いします。

ロータリアンの友情に感謝するばかりです。 
今月は新世代の為の月間となっております。ＲＩ会

長グレン・Ｅ・エステス氏の言葉の要旨を紹介し、会

長報告に替えます。私たちが９月に新世代月間を祝っ

ているように世界中の子どもたちの生活水準を向上

させようというロータリーの活動やプロジェクトを

支援していく必要があります。私たちが世界の子供た

ちに投資するということは、私たちの未来に投資して

いることになるのです。ロータリーの最も古く、最も

成功しているプログラムの一つが青少年交換です。毎

年、約 8,000人の学生たちが異なる文化を学び、新し
い生活を経験するために外国へ出かけていきます。青

少年交換は草の根レベルの国際理解と協調をもたら

すために、世界に向けて開かれた窓なのです。私は、

多くの交換学生たちが、その後、国際関係や教育、そ

れに人道支援などの仕事に就いていることを知り、う

れしく思っています。 

 企業のリーダーとして、ロータリアンたちはモデル

的な役割を果たす特別な立場にあり、青少年たちへの

良き助言者でもあります。私たちは、職業指導や技能

を修得する機会の提供、それに、危険な状態にある若

者、ホームレスの子どもたち、虐待の犠牲者などに役

立つ活動への資金を援助することができます。 
 事実、新世代月間は子どもに変化をもたらすための

数え切れないほどの機会を提供してきました。あなた

が奨学金のスポンサーであれ、井戸づくり資金の提供

者であれ、いずれにしても、子どもたちのより良い暮

らしに貢献していることになるのです。 
 今年度、ロータリアンたちは、ロータリー家族、保

健問題、識字率の向上、それに水資源保全という４つ

の強調事項にのっとって子どもたちを援助すること

ができます。 
ロータリーの最も偉大な功績は、２億人近くの子ど

もたちへのポリオ予防接種を支援したポリオプラス

プログラムでしょう。これは、私たちの第１世紀の中

でも、最も優れた信じがたいほどの足跡であると言え

るでしょう。 
私たちの１００周年を祝うに当って、私たちはすべ

ての国でポリオが撲滅される日まで、支援を続けなけ

ればなりません。この目標が達成できれば、それは世

界中の子どもたちに対する私たちからの大きな贈り

物となります。私はロータリアンたちが１００周年期

間中に新しい挑戦をし、新たな夢を持つ事を提言しま

す。ロータリーを祝い続ける際には、子どもたちのこ

とも忘れないようにしましょう。 
次の世代のために、希望とより良い暮らしを用意す

るこの歴史的な旅を続けようではありませんか。 
 

５．幹事報告 

○例会臨時変更 

 橋本紀ノ川RC ９月２１日（火）→９月２１日（火） 
        19:00～ 「ごゆっくり」 
        橋本市城山台 2-45-14 

 
 粉河 RC ９月２９日（水）→９月２５日（土） 
        18:00～ 紀伊高原ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 
              家族（観月）例会 
打田 RC ９月３０日（木）→９月３０日（木） 

        19:00～ ﾛｲﾔﾙﾊﾟｲﾝｽﾞﾎﾃﾙ 
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６．閉会点鐘 

 

＊ ＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 
９月お祝い 

○会員誕生日   

 １日 桑添 剛君   １６日 大沢祥宏君 

８日 上芝良造君   １８日 荻野昭裕君 

９日 山田耕造君   ２８日 岸 友子君 

○奥様誕生日 

 ４日 深谷恵子様   １８日 田中順子様 

１４日 吉川かつ美様  ２０日 山畑雅志様 

○結婚記念日 

１７日 辻 秀輝君 

○一般ニコニコ 
大沢祥宏君  今月は誕生月です。 
早川 満君  髭剃りが壊れ、大沢さんに交換しても

らいました。 
花田宗弘君  太平洋を横断してきた夫婦とパーテ

ィをしました。 
林 孝次郎君 云いたい事を忘れました。 
山東剛一君  ＳＡさんご苦労さんです。 
上中嗣郎君  皆さん、ニコニコご無理を云いまして

すみません。 
中西秀文君  やっと週報の担当が終わりました。 
青木美典君  欠席が続きました。 
中尾亨平君  先日、IDMご苦労さんでした。 
小椋孝一君  ゴルフの誘いがないので、昨日紀南の

下北山村へ水を汲みに行ってきまし

た。 
桑添 剛君  ゴルフでも誘われる内が花です。 
宮田敬之佑君 ＳＡのタスキのかけ方はこうです。 
楠部賢計君  小椋さんの３８０km先から汲んでき

た水で焼酎の水割を差し入れてもら

いました。 
平尾寧章君  土・日曜日は、中島ガバナーよりセミ

ナーを受けています。 
吉田昌生君 先程より、水を汲みに行く話が出ました

が、藤白にも良い水があります。 
前窪さんの息子様  
      葬儀のお手伝い、参列ありがとうござい

ました。 
 
 
 
 
 
 
 
橋の再建を祝うロータリアンたち 
2002年、ボスニア・ヘルツェゴビナのモスタルロータ
リークラブ（ＲＣ）が創立したとき、その会員たちの

心にある最も深刻な問題の一つは、民族間の紛争によ

って深い悲しみを体験した地域社会を、いかに立ち直

らせるかということでした。モスタルＲＣは、ムスリ

ム人とクロアチア人、セルビア人の 3 つの民族を会員
に擁する利点を生かして、モスタルで和解と再統合を

助長する試みを始めました。それは、1993年に内戦で
破壊された街の象徴、モスタル橋を再建することでし

た。会員たちは「いまこそ橋の再建とともに内戦で受

けた痛手を回復するときだ」と、政治家と専門家、住

民ら地域の指導者たちに提案。その了承を得た後、プ

ロジェクト推進のため、会員たちは国際支援と資金集

めに率先して努めました。そして、今年 7月 23日、再
建した橋の開通式が開かれ、主催者としてモスタルＲ

Ｃの会長らが出席しました。今回のプロジェクトでは、

紛争解決と平和貢献の分野で、若者たちを教育する目

的もあり、400 人以上の教師など関係者と 6,000 人の
生徒やその両親たちが橋の再建に参加。この取り組み

にボスニア・ヘルツェゴビナ政府が注目し、平和教育

を全国に広げる計画を進めています。 
 
2006－07 年度ＲＩ会長ノミニーにボイ
ド氏を指名 

ニュージーランド・パクランガ

ＲＣ会員のウィリアム・ボイド

（WilliamB. Boyd）氏が、13日、
2006－07 年度国際ロータリー
（ＲＩ）会長ノミニーに指名さ

れました。12月 1日までに、対
立候補者が出ない場合は、正式

にＲＩ会長ノミニーとなります。 
ボイド氏は、1971年にＲＣに入
会し、ガバナー、ＲＩ理事（1998

－2000 年度）、財務長、識字率向上委員会委員長、 
2004年国際協議会委員会副委員長・同協議会のモデレ
ーターなどを歴任し、ＲＩ会長代理として多くの国を

訪問しています（日本では、2002 年の秋に、第 2530
地区と第 2690 地区の地区大会において会長代理を務
めています）。 
また、ボイド氏は、

ポリオ・プラスプロ

グラムに献身し続け

ており、これまでポ

リオ・プラス実行委

員会委員、ポリオ・

プラス・パートナー

プログラム・コーディネーター、国際ポリオ・プラス

委員会顧問を務めています。1995 年に引退するまで、
ニュージーランド最大手の雑誌販売会社、ゴードン・

アンド・ゴッチ社の総支配人を務め、1994年ロータリ
ー地域雑誌編集者セミナーのモデレーター、また、オ

セアニアのロータリー地域雑誌『ロータリー・ダウン

アンダー』の委員会委員長を歴任しています。ロータ

リー財団功労表彰状、特別功労賞受賞。 
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